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本
像
は
、
月
照
海
上
人
の
誓
願

に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
口
伝
に
よ
る
と
、
上

人
は
九
州
生
ま
れ
で
幼
く
し
て
仏

門
に
入
り
、
そ
の
後
各
地
を
巡
り

奥
州
の
霊
場
・
出
羽
湯
殿
山
に
い

た
り
、
火
断
ち
木も

く
じ
き食
苦
行
を
積
ん

だ
り
し
て
、
仏
道
の
奥
義
を
極
め

た
後
、
寿
福
院
に
籠
居
し
、
さ
ら

に
苦
行
を
続
け
て
数
多
い
奇
法
奇

術
を
行
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
噂
が
相
馬
藩
主
の
知
る
と

こ
ろ
と
な
り
招
致
さ
れ
、
病
者
を

癒
し
衆
人
を
救
っ
た
そ
の
効
験
に

よ
っ
て
、
藩
主
よ
り
報
謝
と
し
て

金
剛
界
・
胎た

い
ぞ
う蔵
界
大
日
如
来
尊
像

一
対
の
金
銅
仏
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

　

帰
路
に
際
し
、
川
俣
に
金
剛
界

像
を
安
置
し
、
胎
蔵
界
像
を
持
ち

帰
り
当
院
に
安
置
し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

蓮
台
に
は
、
鋳
造
お
よ
び
安
置

に
い
た
っ
た
経
緯
な
ど
が
刻
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
鋳

造
の
趣
意
は
藩
主
の
下
賜
だ
け
で

は
な
く
、
多
く
の
衆
人
に
よ
る
篤

志
寄
附
で
あ
り
、
正
徳
五
年（
一

七
一
五
）に
製
作
さ
れ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　

昭
和
五
十
三
年（
一
九
七
八
）有

形
文
化
財﹇
彫
刻
﹈に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

下
長
折
の
渡
辺
正
美
氏
宅
敷
地

内
に
長
安
寺
跡
地
が
あ
り
、
そ
の

上
方
の
稲
荷
神
社
境
内
に
所
在
す

る
梵
字
石
で
す
。
梵ぼ
ん
じ字
と
は
、
梵

語
を
表
記
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ

た
古
代
イ
ン
ド
の
文
字（
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
）の
こ
と
で
す
。

　

高
さ
五
・
一
ｍ
、
幅
五
・
四
ｍ

の
露
出
し
て
い
る
花
崗
岩
の
巨
石

に
梵
字
が
薬や

げ
ん研
彫
り
で
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
不
動
明
王
を
表
す「
カ

ン
マ
ー
ン
」、
観
音
を
表
す「
サ
」、

金
剛
夜
叉
明
王
を
表
す「
ウ
ン
」の

三
字
で
す
。

　
「
ウ
ン
」の
下
方
に
は「
南
無
一

十
大
王
五
月
十
六
日
高
野
山
雲う

ん
ど
う堂

老
比び

く丘
書
」と
あ
り
、
高
野
山
の

高
僧
で
あ
る
雲
堂
天
岳
に
よ
る
書

を
も
と
に
刻
さ
れ
た
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
天
和
二
年（
一
六
八
二
）

に
近
接
し
た
除
の
八
右
衛
門
信
供

と
日
向
の
千
右
衛
門
安
仲
が
刻
し

た
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。

文
字
は
風
化
も
な
く
、
鮮
明
・
見

事
で
、
平
成
十
年
に
有
形
文
化
財

﹇
史
跡
﹈に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
雲
堂
和
尚
は
藩
主
丹
羽

光
重
の
帰
依
を
得
て
、
寛
文
十
二

年（
一
六
七
二
）に
根
崎
の
遍
照
尊

寺
を
開
基
し
、
そ
の
法
力
・
霊
験

逸
話
は
数
多
く
、
領
民
か
ら〝
生

き
仏
〞や〝
今
弘
法
大
師
〞と
称
賛

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
貞

享
四
年（
一
六
八
七
）高
野
山
に
帰

山
し
た
も
の
の
、
不
遇
の
う
ち
に

元
禄
五
年（
一
六
九
二
）六
四
歳
で

没
し
ま
し
た
。

　

二
伊
滝
・
龍
泉
寺
の
観
音
堂
に

奉
納
さ
れ
た
算
額
で
す
。
算
額
と

は
、
和
算
家
が
自
分
の
発
見
し
た

数
学
の
問
題
や
解
法
を
書
い
て
社

寺
な
ど
に
奉
納
し
た
絵
馬
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

杉
材
の
一
枚
板
で
、
縦
九
七
・

六
㎝
、
幅
三
四
・
二
㎝
、
厚
さ
一
・

三
㎝
を
測
り
ま
す
。
寛
政
十
二
年

（
一
八
〇
〇
）三
月
、
亀
谷
の
和
算

家
高
田
要
五
郎
一
正
が
奉
納
し
た

も
の
で
、
県
内
に
残
存
す
る
中
で

最
古
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

額
自
体
の
保
存
状
況
は
腐
朽
も

な
く
良
好
で
す
が
、
墨
書
さ
れ
た

算
術
文
な
ど
は
風
化
の
た
め
下
部

六
分
の
一
ほ
ど
を
除
い
て
消
失
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
筆
跡
の
木

質
部
が
残
り
、
何
と
か
判
読
で
き

る
状
態
に
あ
り
、
ま
た
上
部
に
白

色
顔
料
で
描
か
れ
た
米
俵
も
辛
う

じ
て
そ
の
姿
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。

　

奉
納
者
の
高
田
は
、
最さ

い
じ
ょ
う上流
始

祖
で
あ
る
会
田
安
明
の
第
一
の
高

弟
で
、
二
本
松
藩
校
教
授
で
あ
っ

た
渡
辺
一（
号
は
東
岳
）の
門
人
で

す
。
藩
命
に
よ
り
六
年
を
費
や
し
、

郭
内
お
よ
び
市
中
分
間
図
調
製
を

完
成
し
た
り
、
測
量
器
見
盤
を
発

明
し
藩
に
献
上
し
た
り
し
た
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
測
量
に
長
じ
、
器
械
を

用
い
ず
目
分
量
で
測
っ
て
も
寸
分

の
誤
差
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
分
量
先
生
」と
も
呼
ば
れ
門
人
は

千
人
を
超
え
た
と
い
い
ま
す
。

　

当
算
額
は
二
本
松
藩
和
算
史
の

貴
重
な
資
料
と
し
て
価
値
が
高
い

こ
と
か
ら
、
平
成
十
四
年
に
有
形

文
化
財﹇
歴
史
資
料
﹈に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

渋
川
の
寿
福
院
に
安
置
さ
れ
て

い
る
金
銅
仏
で
、
像
高
一
一
四
㎝
、

台
座
を
含
む
総
高
一
八
〇
㎝
を
測

り
ま
す
。

二
本
松
市
の
指
定
文
化
財  

⑧

市
指
定

『
大
日
如
来
坐
像
』

市
指
定

『
龍
泉
寺
観
音
堂

 

の
算
額
』

市
指
定

『
雲
堂
和
尚

 

梵
字
石
』


